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の頻度と特徴、および入院 1 週間後の全血ビタミン B1 値の推移について調査を行った。また、ビタミ
ン B1製剤（ビーフリード®；ビタミン B1を 1.5 mg/L含有）を投与された患者を対象に、入院前後の全














入院時に全血ビタミン B1値を測定した患者は 471名で、そのうちビタミン B1欠乏患者は 7名（1.5%）、




4.30）だった。入院中にビタミン B1 製剤投与を受けなかった患者のうち入院時および入院 6-8 日目に
全血ビタミン B1値を測定できた患者 272名では、入院時と比較して中央値で 0.9 µg/dLのビタミン B1
値の減少が生じた。ビタミン B1欠乏の新規発症者は 3名で、全員とも入院時の全血ビタミン B1値は正
常下限域であり、入院後の食事摂取量が不十分だった。ビーフリード®を投与された患者 16名では、全























平成 30年 5月 8日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
